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" マグロの資源管理で常に問題を先取りし、キープレーヤーの役割を

果たしているのが大西洋マグロ類国際委員会（ＩＣＣＡＴ）。毎年のよ
うに画期的な対策を打ち出しながら世界のマグロ資源管理をリードし
ています。そのＩＣＣＡＴの日本政府代表であり、議長を務めている
のが水産庁参事官の宮原正典氏です。現在のマグロ資源管理の基礎と
なった統計証明制度の整備時代から深く関わり、様々な対策の実現に
貢献しています。宮原氏に、今回のＩＣＣＡＴの結果などについて聞
いてみました。 （インタビュアー・浮須雅樹）

──今回のＩＣＣＡＴ年次会合の
意義は。
宮原参事官 いままでＩＣＣＡＴ
が進めてきたＩＵＵ（違法・無報告
・無規制）漁船対策を集大成した年
と言っていいと思います。クロマグ
ロの統計証明制度からスタートした
資源管理の行動計画も１０年を経て、
魚種や加盟・非加盟を問わず、資源
管理に反する行動を行った国に対し
て改善が見られなければ貿易制裁を
実施できる体制が確立しました。昨
年打ち出されたポジティブリスト対
策がこの１１月から実施されており、
漁船と国と両面の対策が出来上がっ
たわけです。
──すべてとるべき対策は実現し
たということですか。
宮原参事官 懸案はあります。ポ
ジティブリスト対策は２４$以上の大
型延縄船を対象としていますが、そ
の網をくぐり抜けるために、全長を
２３．９$にした船が増えているからで
す。これらの漁船をどうするかはこ
れからの課題です。
──今回は、以前から懸案とされ

ていた蓄養マグロ問題への対応策も
明確に打ち出されましたね。
宮原参事官 蓄養の問題の第一
は、その実態がブラックボックス化
していることです。今年は生け込み
時点で２万#を超えるクロマグロが
蓄養されたと言われています。東大
西洋と地中海の総漁獲枠が３万#程
度に過ぎない中で２万#を蓄養用に
漁獲しているのですから、無視でき
ません。しかし、生け込まれるマグ
ロは巻網で巻かれて、生簀運搬船を
経て蓄養場に入れられます。この間、
水中から取り上げられることはない
ため、尾数や重量は出荷時に上げて
初めて分かるようなもので、その実
態がはっきりしません。それをはっ
きりさせようという対策が今回決ま
りました。
──対応策の中身は。
宮原参事官 マグロ漁船で実施し
たポジティブリスト（正規船登録）
方式を養殖場にも採用するというも
のです。養殖業者も正規に登録しな
いと市場国に輸出できなくなりま
す。登録業者には、生け込み時のサ

ンプリングと出口でのチェックなど
が義務付けられます。増肉係数など
から逆算していけば、生け入れの数
量などもチェックできるようにな
り、いままでみたいな野放し状態で
はなくなると思います。
──今回は、大型巻網の問題も取
り上げられたそうですね。
宮原参事官 蓄養ではフランスの
巻網船が関係していましたが、スペ
イン船や台湾のＦＯＣ（便宜置籍）
大型巻網漁船は、世界中でキハダや
カツオを獲りまくりメバチを大量に
混獲している。その量は並大抵なも
のではなく、資源に悪影響を与える
のは目に見えて明らかです。この巻
網問題は来年の会議の重要問題にな
ってくると思います。

（２面につづく）
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ＩＵＵ対策を集大成、蓄養問題にも道筋
宮原参事官に伺いました ＩＣＣＡＴ年次会合の結果、これからのマグロ資源管理
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（１面からつづく）

──今回は台湾に対する風当たり
が強い会議になったそうですが。
宮原参事官 台湾業界は規制をの
がれるあらゆる手だてを実行し、と
ても先進的な地域のする行動ではな
いと思えることがあまりに多いため
に加盟各国がしびれを切らしたわけ
です。日本ばかりでなく、とくに欧
米諸国からの非難は厳しいものがあ
りました。
──台湾の業界はＯＰＲＴのメン
バーでもありますが、これから台湾
はどのような行動をとっていけばい
いのでしょうか。
宮原参事官 ここまで国際社会の
非難が高まってくると、台湾側に相
当な努力が必要です。今回も台湾漁
業当局は漁業実態を管理すると明言
していますが、実際にそれができる
のかどうかが注目されます。台湾は
国際的な地位の向上を求めています
が、まずルールをしっかり守ること
ができなければ地位の向上はありま
せん。地位の向上を図るためには、
率先してルールに沿った行動を行う
ことです。日本はこれからも一層台
湾に協力していきたいと考えていま
すが、台湾自身の努力が今ほど求め
られている時期はないと思います。
──マグロの資源管理では先進的
な取り組みを行うＩＣＣＡＴです
が、現在、日本はＩＣＣＡＴの中で
どんな位置づけにありますか。

宮原参事官 日本はＥＵ、米国と
ならんで主導的な立場にあります。
資源管理の行動計画やポジティブリ
スト方式などもすべて日本が提案し
たものです。日本に対しては途上国
からの期待の視線も熱い。途上国は
資源管理のノウハウを日本から学び
たいわけです。日本もそうしたニー
ズに国際協力として応えていくこと
が必要だと思います。そうした取り
組みは、マグロの資源管理の上でも、
また正常な供給ルートの確保にも大
きなメリットになります。
──ＩＣＣＡＴはいまや国際的な
マグロ資源管理をリードする存在に
なりましたね。
宮原参事官 いまはＩＣＣＡＴの
対策が一番進んでいます。年次会合
にはほかの国際機関も見にきていま
す。２００１年には一度加盟国間の調整
に収拾がつかず会議が中断したこと
がありました。しかし、雨降って地
固まるじゃないですが、その後加盟
国も「このままではいけない」と反省
し、以後、対応スピードが格段に向
上しました。昨年、今年と効果的な
対策を実現できたのも、そうした組
織の意識の向上があったからだと思
います。
──これからのＯＰＲＴに求めら
れるものは。
宮原参事官 まだ生産者団体の色
がどうしても強いと思います。これ
からは生産者に限らずマグロにかか

わる様々な立場の方たちが、国境を
越えてどう協力していくかが真の課
題ではないでしょうか。ＯＰＲＴは
国際的なマグロ資源管理を進めるＮ
ＧＯとして非常に注目を集めていま
す。その動向を世界が見守っていま
す。日本市場に集まる情報を国際的
資源管理機関にフィードバックし、
また国内に向かっては市場や消費者
の方たちに資源管理の問題をわかり
やすく伝えて協力を求めていくとい
った、言わば媒体としての役割がＯ
ＰＲＴに求められているのではない
でしょうか。マグロ資源管理の途上
国支援などもＯＰＲＴの仕事に入る
でしょう。こうした媒体としてＯＰ
ＲＴの果たすべき役割はまだまだあ
るはずです。そうした組織になって
いくことを期待しています。（了）
〈ＩＣＣＡＴ概要〉
大西洋全水域における高度回遊
性魚種（マグロ、カツオ、カジキ
類）の資源管理を目的に１９６６年に
発効した地域漁業管理機関。日本
をはじめ米国、カナダ、中国、韓
国、メキシコ、モロッコ、南アフ
リカ等３６カ国及びＥＣが加盟。２０
０３年には、キプロス（３月）、トル
コ（７月）、マルタ（８月）の３カ国
が新規加盟している。なお、大西
洋は、日本の遠洋漁船にとり最重
要漁場のひとつであり、約１９０隻
のまぐろ延縄漁船がクロマグロ、
メバチ等を漁獲している（２００１年
実績約２万７千!）。

大西洋まぐろ類保存国際委員会
（ＩＣＣＡＴ）は、１１月１７日から２４
日までアイルランドのダブリンで開
かれた年次会合で、地中海蓄養クロ
マグロの管理措置を決めた。

地中海蓄養クロマグロを対象とす
る今回の措置は、蓄養場を登録制に
し、登録した蓄養場は生け込み尾数
や増肉係数など詳細についての報告
を義務づける。地中海の蓄養クロマ
グロは、すでに供給過剰で価格も下
がっている状態にもかかわらず、ま
だイスラエルやエジプトなどでも蓄
養場を作るなどの動きが出ており、
各国が懸念を表明していた。
蓄養クロマグロ問題では、ＩＣＣ
ＡＴでは輸入国である日本に対して
厳しい対応が要求されており、日本

に対し蓄養事業を非加盟国に拡大し
ないよう要請する書簡を提出するこ
とも今回決議している。

行動計画を一本化
また、今回の年次会合で、魚種別
に分けられていた行動計画を一本化
し、魚種、加盟・非加盟を問わず、
資源管理に反する悪質な行為を行っ
た国に対して貿易制限措置を発動で
きる体制にすることを決めた。
会議では、議長選挙が行われ、宮
原正典水産庁参事官が再任された。

２
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地中海蓄養クロマグロ

蓄養場を登録制に



１９８７年の日豪漁業交渉の折、ポー
トリンカンを訪れて以来１７年ぶりに
当地を訪問する機会に恵まれた。ア
デレイドから小型のプロペラ機に乗
り、約５０分で小さな空港に降り立っ
たのも、町並みも昔とさほど変わっ
た様子はない。大きく変わったのは、
この町がその昔、まぐろの缶詰産業
で賑わいを見せていたが、今や生ま
ぐろの養殖生産地として脚光を浴び
ている点である。
翌早朝、作業船
に便乗させてもら
い南下すること２
時間、広大な海原に浮かぶ直径約５０
%の生簀に接岸。ダイバー３名が綱
の絞りを始めると、まぐろが海面に
浮上し水しぶきを上げる。その間に、
作業船の開口部にまぐろ取り入れ用
のタラップと作業台が設置され、作
業が開始された。水中でダイバーに

背後から引っ張られて、まぐろは失
神状態となる。ダイバーはすぐに手
のひらをまぐろのエラに差し入れる
と、仰向けにし、タラップに引き上
げられる。すぐに脳天に穴を開け、
脊髄へ８０"ほどのピアノ線を打ち込
み〆にかかる。さらにエラ部分での

血抜き。次に腸を切断しエラを開い
て腹を切らずに内臓を取り出すと、
そのまま氷蔵のかめに送り込まれ
る。傍らで今、切り落とした内臓の
中で心臓が動いているのが見える。
ダイバーが取り込み、かめに送り込
まれるまで１分かかっただろうか？
出荷の際には必ず、科学オブザー
バーが同行する。今日もこの船上の
作業の合間にまぐろの血を数十本の
ビンに納める。処理をした臓物と血

は海洋投棄せず、すべて港へ、魚粉
の処理工場へと運ばれる。港への途
中、冷凍運搬船上でも冷凍処理加工
がされているのを見ながら、作業船
は一路陸へ向かい、まぐろは氷蔵ト
ラックに積まれて加工場へ。まぐろ
は清浄され、ウエイトを計り、Ｄ／

Ｂケースへ、３３!から３８!のものが
氷を使わずすべて蓄冷剤に囲まれて
梱包される。そして大型トレーラー
に乗せられメルボルン経由、日本を
目指すこととなる。
昨年は豪州南まぐろが生鮮１，８６８
$、冷凍６，３５４$、合計８，２２３$も日

本へ輸入され
た。単価も２，
６００円台後半
とここ数年の
最高となって
いた。豪州南
まぐろは小型
なうえ品質の均一化で、冷凍シフト
に拍車がかかったが、地中海ものの
冷凍蓄養在庫も多く、今年は冷凍で
の搬入は急減するとの見方である。

築地市場では、
７月～８月に、生
鮮の蓄養まぐろの

入荷が過剰となり、脂ものの市況が
低迷、せり残り１，０００円台で取引さ
れるなど価値を崩している状況にあ
った。この状況はポートリンカンの
蓄養業者からも、生餌の高値取引等、
生産コストの上昇や、円建て取引で
昨年は６０円台／豪#、今年は８０円台
／豪#となり、また、魚価の低落で
収入が大幅に減少したと嘆きの声も
聞こえた。今年の世界の蓄養まぐろ
の生産量は、地中海、メキシコの増
産により、過去最高を記録すること
となりそうである。
このように蓄養まぐろの生産が増
え、供給過剰の中で、この町の産業
はどうなっていくのか。一方、ここ
豪州でまぐろを漁獲する現場を視察
したわけではないが、資源状況は？
巻網で捕獲しこの生簀に運ぶまでの
生存率はどうなっているのか？総量
規制はどんな状況となっているの
か、上回っていることはないのか、
色々な疑問がわいてきた。今年の８
月にＯＰＲＴの懇談会で講演した遠
水研の鈴木治郎浮魚資源部長が言わ
れるとおり、この養殖にも安全性や
品質改善などは勿論のこと、長期的
な管理の必要性を私も感じた次第で
ある。

３
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まぐろ養殖を考える ２００３年８月
ポートリンカンに

て寄稿ルポ
全国遠洋かつお・まぐろ漁業者協会 事務局長 本山 雅通氏

長期的管理の必要性感じる
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世界の水産団体が支持
── ＩＣＦＡ年次会合 ──

世界１０数カ国の水産団体が組織す
る、国際水産団体連合（ＩＣＦＡ）
年次会合が１１月２６日から２８日まで、
ニュージーランドのオークランドで
開かれ、７項目の決議を採択、閉幕
した。決議では、謂われなきバッシ
ングである反漁業キャンペーンに対

し、正確な情報発信などの対策や、
魚食を過度に危険視するような根拠
なき動きに対しても一致協力して対
応していくことなど、持続的漁業の

実現や食品の安全問題など広範なテ
ーマについて加盟団体が一枚岩とな
り取り組んでいく方針を盛り込んだ
ものとなった。
マグロ問題では８月に日本で開催
した世界まぐろはえなわ漁業会議の
共同宣言を追認。延縄漁業国だけの
決議から、世界の水産関係団体が一
致協力して責任ある漁業を実行して
いる延縄漁業の行動を支持するもの
となった。

ＩＣＦＡマグロ延縄漁業決議

ＩＣＦＡは、２００３年８月２６～２７日、
東京で採択された「世界まぐろはえ
なわ漁業界の共同宣言」及び２００３年
７月１１日、採択された「サメ資源の
持続的利用とまぐろはえなわ漁業に
関する気仙沼宣言」を支持する。
支持する背景は次の通り。
一、海洋生物資源の持続的利用、
保存と管理を正当化する科学的根拠
が無いにもかかわらず、不当にも持
続的な漁法の禁止を提案する一部の
勢力が存在すること
一、ＩＵＵ（違法・無報告・無規
制）漁業を廃絶するための、ＯＰＲ
Ｔ（責任あるまぐろ漁業推進機構）
の活動を全面的に支持していること
一、マグロ延縄漁業の混獲物を最
小にするために、業界、地域漁業管
理機関および国際食料農業機関（Ｆ
ＡＯ）が、努力を傾注し続けている
ことを認識している。とくに海鳥と
サメに関するＦＡＯの国際行動計
画、ウミガメに関する国際的な検討
課題を認識している
一、マグロなど高度回遊魚資源の
状況とその資源を採捕するための持
続的な漁法に関する正しい情報の効
果的な広報を実践していること

海 外 ニ ュ ー ス あ れ こ れ
南アフリカ

日本及び台湾との漁業協定が破棄されたことに伴い、現地のマグ
ロ漁業者は、南アフリカ政府がマグロとメカジキを対象とした試験
操業許可の発給を決定することを待ち望んでいる。漁業当局は、メ
カジキ漁業許可を２０、マグロ漁業許可を３０に分割して発給する方針
を検討中。南アフリカまぐろはえ縄協会は、許可の分割に反対して
いるが、南アフリカ政府の意図は、ＩＣＣＡＴ、ＩＯＴＣ、ＣＣＳ
ＢＴ各地域漁業管理機関でマグロの漁獲枠を獲得するために、南ア
フリカの漁獲実績を積み上げるところにある。
マグロ巻網漁業関連

米国の Trans Global International Co.社が台湾の Ching Fu 造船所に発
注した２隻のスーパーセイナー（超大型巻網漁船）２隻のうち１隻
が間もなく完成、船名 Fong Seong１６号でバヌアツに登録する。最新
装備の２隻目のスーパーセイナーも建造が進んでいる。また、台湾の
Eastern Star Co.造船所で、別にスーパーセイナーが、２００４年早々竣
工を目途に建造中。
また、フィジー政府は中西部太平洋で巻網漁業の禁止を求める動
きを強めている。既に同国経済水域内の操業許可の発給を暫定的に
凍結する旨発表した。
蓄養関連

世界の蓄養クロマグロ生産の半分以上が地中海で行われている。
環境保護団体のＷＷＦとグリーンピースは、蓄養事業は過剰漁獲を
招来し、産卵資源に対する影響が大きいと批判している。また、蓄
養魚の餌として大量の小魚が利用されていることについて、健全な
食物連鎖を断ち切りかねないと主張している。

（ニュースソース：Fishing News International）

国際機関や諸外国との折衝で席を温める暇もない宮原ＩＣＣＡＴコミッショナーにようやく時間を頂きインタ
ビューを設定できた。今年のＩＣＣＡＴでは、大西洋の蓄養クロマグロの生産量が急速に拡大していることが資
源管理上の大きな問題として取り上げられた由であるが、この急拡大は蓄養マグロの実質的に唯一の市場国であ
る日本が問題と指摘され、日本に対して厳しい対応を要求する書簡がＩＣＣＡＴから送られることになった。以
前、ＩＵＵ（違法・無報告・無規制）漁船のマグロ輸入国として、日本がＩＣＣＡＴで非難を浴びたが、今回、
再び日本代表として国際会議で一身に非難を浴びることになった宮原コミッショナー。耐えがたい経験と推察す
るが、日本が「責任ある漁業国」として名誉を回復することができるよう、引き続き健闘をお願いしたい。（原田）
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